
　新年あけましておめでとうございます。

　被保険者ならびにご家族のみなさまにおかれましては、すこやかに新年を迎えられたことと

お慶び申し上げます。また、平素より当健康保険組合の事業運営に関しまして、格別のご理解と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　このたび、第15期組合会議員の任期満了・改選により、第16期も引き続き理事長の要職を

担うこととなりましたので、一言ご挨拶させていただきます。

　世界でもトップクラスの長寿国であるわが国では、平均寿命が延び続け、女性86.83歳、

男性80.50歳（平成26年簡易生命表）と、この50年間で12年以上も長くなっています。この

長寿の実現には、医療技術の発達とともに、誰もが安心して医療が受けられる国民皆保険制度

が寄与しており、日本が誇るべきことです。

　私たちの健康保険組合は、多くの納付金を高齢者医療制度に拠出し、国民皆保険制度を支え

ていますが、高齢化の進展とともに納付金は年々増加し、その過重な負担により全国の健康保険

組合の５割が赤字に陥っている状況です。解散に追い込まれる健康保険組合が続出すれば、

日本の誇る国民皆保険制度の維持も危ぶまれます。

　健康保険組合では、収支改善のため効率的な事業運営を図る一方で、現役世代に過重な

負担を強いる高齢者医療制度の負担構造の見直しを求めてまいりました。今後も、平成29年

４月の消費税増税に向けて、税財源を高齢者医療制度に投入するよう働きかけを継続すると

ともに、２年目を迎えるデータヘルス計画の推進やマイナンバー制度実施への対応など、みなさま

の健康と安心を支える保険者として、業務にまい進する所存です。

　みなさまにおかれましては、健康保険組合の行う健診や健康づくり事業を積極的にご活用

いただき、ご自分やご家族の健康にお役立てください。

　また、今年は診療報酬改定や入院時食事代の引き上げ、紹介状なしで大病院を受診した際の定

額負担の義務化など、みなさまが利用する医療にかかわる変更が行われます。これは、今後さらに

高齢化が進展する中で、限りある医療財源を効率的に利用していくための改定です。こうした

社会の動向をご理解いただき、みなさまが医療機関を受診される際は、適正な受診を心がけ、ジェネ

リック医薬品を積極的に利用するなど、医療費節減にご協力くださいますようお願いいたします。

　最後になりましたが、本年がみなさまにとって幸多き一年となることを祈念し、新年のご挨拶と

させていただきます。
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